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一
　
はじめに
『乙女の港』は、 昭和十二年六月～十三年三月にかけて「少女の友」
（実
業之日本社刊）
に全十回で連載された、中里恒子草案、川端康成作の少女
小説である。
横浜のミッションスクールを舞台に、主人公・三千子と〈お姉さま〉
洋子のエスの関係、そこへ横恋慕的に介入する克子を含めた三人の、女学生ならではの人間模様と成長を描いた作品で、当時のティーンの間で絶大な人気を誇った。それは川端のテキストは勿論のこと、中原淳一挿絵によるところも大きい。中原は『乙女の港』の連載開始 ほぼ同時期に「女学生服装帳」なるコーナーも同誌上でスタートさせており、女学生たちのファッションリーダー的存在だったの ある。
ところで『乙女の港』に於いては、作品の一場面を切り取ったもので
あるべき挿絵に、本文中に存在しない場面や本文の描写と異なる服装が描かれているということが多々ある。 「川端は大変な遅筆で、中原はしばしば、 本文のな まま挿絵を先行して描かなければならなかった」 （川端康成『乙女の港
　
少女の友コレクション』用語解説より）ことからそ
のような事態になったと考えられる。しかし挿絵としての役割は果たさねばならない。するとそうした時ほど、文中どこに入ってもマッチするよう作品の方向性、雰囲気、キャラクターの人物像等二人の間で共有されていた事項、そして中原の好みや当時の流行が他の挿絵以上に描き込まれているという に推測できないだろうか。つまり本文と挿絵の齟齬にこそ、 『乙女の港』に於ける挿絵というものの本質、作品世界の具現とファッションリーダー的要素が色濃く現れていると考えられるのだ。
ここでは、 『完本
　
乙女の港』を底本に挿絵と本文を照らし合わせ、
齟齬のある個所をピ クアップし、挿絵の持つ役割・効果を女学生文化の牽引という視点から考察していく。
二
　
中原淳一の絵
それまでの竹久夢二や高畠華宵のような日本画寄りの画風から、より
一層デフォルメされた、大きな瞳に細腰という現代の少女漫画的な作画が中原の特徴である。彼の絵は、瞬く間に世の女性の「可愛い」 基準として認識されるようになっていった また中原 描く着物や洋服は型
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紙付きで掲載され 「全部作れて、 着られた」 （ 『中原淳一の 「女学生服装帳」 』瀬戸内寂聴の寄稿より）というのも魅力の一つである。絵の中の女 子達が着ている衣装を自身も纏い、同化を味わうことができる。まだ既製品を売る洋服店が少なく、自分で作ることが当然の時代だったからこその楽しみだ。 「少女の友」 では、 読者の中からモデルを募集して 『乙女の港』の登場人物に扮した写真を掲載するというコーナーが設け こともある。日本でコスチュームプレイ、所謂コスプレが興ったのは 九六〇年代のことであるから、これはそ はしりと言えるかもしれない。
そもそも中原は「少女の友」での初登場を自作の人形で飾っており、
戦後はデザイナー しても活躍するなど 才能は多岐に亘っていた。幼少期、教会で働く母の隣 見てきた西洋人の衣服に関する知識、欧米的な感覚をベースに作られた中原の世界は現在でも様々な場で目にすることができる。彼のデザインが今なお女性達を惹きつけるの 、時代とらわれない一種普遍的な「可愛い」を中原が生み出したからだろう。
三
　
枚数比較
小説と共に掲載された中原の挿絵は計三十枚。扉絵も含めるとその数
四十枚に上る。現在の少女小説レーベルから雪乃紗依の 『彩雲国物語』
（角
川ビーンズ文庫）
、毛利志生子の『風の王国』 （集英社コバルト文庫）を例
にとり、その枚数を比較してみると、本一冊に対し『彩雲国物語』八枚、『風の王国』五枚の挿絵が挿入されており、 『乙女の港』のおよそ四分の一であった。他に中原が挿絵を手掛けた作品としては吉屋信子の『花語』 『小さき花々』などが挙げられるが、いずれも挿絵 一冊通して十枚前後で 乙女の港』の比ではない。 『乙女 港』がいかに中原の挿絵に重きを置いていたかがうかがえる。
四
　
本文との対応・考察
本文との差異が認められたのは十枚 （表１、 網掛け部分参照） 。その内、
動作に違いが見られたのが四枚、服装の差が二枚、本文該当部分なしが四枚であった。今回はここから服装に関するもので５と
14、本文に該当
しないものから８と
29を拾い、見ていきたい。
カット⑤
三千子が洋子の家に遊びに行き、牧場で牛を眺める場面。二人とも和装しており、三千子はフランネルの着物に兵児帯、洋子は
「すっかり乙女びた日本着物」と本文中には書かれている。しかし挿絵では洋子も兵児帯を締めているのである。兵児帯とは芯の入っていない柔らかい帯のことで、子供の装 だった。三千子が洋子の装いに憧憬を抱いているところからして、洋子が子供 ぽく兵児帯を締めていたとは考えにくい。 「日本着物」とするからには、普段着なら半幅帯などを使っているのが自然だ。川端もそのつもりで描写し ろう
　　
敢て洋子に兵児帯を使わせるというのは、中原の拘りに他ならない。
川端の原稿が遅れて たとして、それ も「牧場で普段着の二人」くらいの指示はあったと思われる。こ に兵児帯を持ってきたのは、中原の並々ならぬ「少女」というものへの完成された美意識故。 くら〈お姉さま〉と言っても、 学生の洋子はま 〈少女〉の一員な だ。少女ために「少女の友」に掲載され 『乙女の港』 登場人物た 洋子はやはり〈少女〉でなくてはならない。 「大人の真似のようなおしゃれ」はとても残念だと中原は「女学生服装帳」ではっきり 述べている。硬く苦しい帯をするのは社会に出 からでよ 。女学校という花園に られ
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る内はフワフワ、キラキラ、可愛く美しいものだけに囲まれていなさい、というメッセージが 彼の絵には込められて る。カット⑭
軽井沢にて、自転車に乗った克子が三千子の前に現れる場面。本文には「木綿のブラウスに短パンツ――男の子のように凛々しい、
スポオツ姿」と書かれているが、前述のカット⑤で「大人っぽさ」よりも「少女らしさ が優先されたのと同じく、ここでも中原の〈可愛くしたい精神〉が如何なく発揮されたようだ。挿絵の克子を見ると、確かに活動的な服装ではあるものの、 「男の子のように凛々しい」 いうよりは、女性らしい印象を受ける要素ばかりなのである。自転車のハンドルを握る手には華奢な手袋が嵌っているし、靴は、ひとつ前の挿絵で三千子の履いているストラップシューズなどよりずっと凝ったデザインで、可憐だ。服にしてもブラウスと短パンツ、というよりは当時流行した ンピース型のようにも見え、 その上にジャケットを羽織る組み合わせであり中原の「ツーピースよりワンピースの方が少女ら くてよ 」 いう言葉の反映に思われる。
作中では「男役」な克子だが、こうして時折入る挿絵を見ることで、
三千子に菫を送った少女らしい感 の持ち主たる克子を思い出す読者も多かったことだろう。⑤⑭まとめ『乙女の港』は、ミッションスクールを舞台としているということもあり、制服で描かれる場面がどうしても多くなる。勿論制服と う も少女性の象徴ではあろうが、私服の方がもっとずっと自由で、着る人
の魅力を多様に引き出せるというのは現代においても変わらぬ発想だろう。特に前半に制服のカットが多かった分、普段着姿を描くときの中原の気合は相当なものであったろうと推察される。では、彼が普段着姿少女たちを描く際、それも本文とは異なる装いをさせたとき、どのような効果がそこに生まれたのだろう。先述の二項 ら導き出されるのは、まず少女性の強調、それによる『乙女の港』 作品世界の確立 ありまた中原ファッションへ 憧憬 、華やかな物語に耽溺し自らをその登場人物に近づけようとする読者の心理と共に相乗的に高めたというものである。『女学生服装帳』では洋服を主に扱っていた中原だが、挿絵等の一枚絵では和服姿の少女もよく描いた。その多くが兵児帯を締めた少女であり、カット⑤で見せた拘りは『乙 港』だけ も でなく中原のポリシーにも近いものとも思われるが、特に『乙女の港』でど 挿絵にも兵児帯を徹底して るこ 、上級生の洋子と克子にもやや幼い装いをさせているカットが目立つことなどから、少々過度な少女性強調 って作品をより〈可愛く〉し、作品世界 現実からの隔離を行っていると考えられるのである。中原はとことんまで 「大人」 を感じさせない挿絵 、 『乙女の港』が「女性」ではなく紛れない「少女」の為の世界であることを視覚的に示している。また、中原のもう一つの連載、 「女学生服装帳」の内容に合わせた装
いをさせることによって、新たな流行の発信源になってもいた。中原のデザインする服は派手なも も多く、着る に勇気がい 、と う声もあったが、先に述べた読者をモデルに据えての撮影イベントの 気からもわかるように、十代の読者たちの中の「中原デザインを着たい！」という気持ちが登場人物への同化作用でもって促されていたのである。リ
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ボンをあしらったカントリー風のワンピース、大きく柄の入ったモダンなネルの着物、少し主張の強いものも、作品世界に酔っていると袖を通しやすいも だ。ファッション誌のモデルよりも月９（フジテレビの高視聴率ドラマ枠）の女優が着た方が影響力がある、それと同じ現象かもしれない。カット⑧
三千子が母親らしき人物と向かい合って座っている場面。三千子は正面、母親らしき人物は読者から背を向けて描かれている。このカット 、三千子が山川彌千枝の『薔薇は生きてる』 （十六歳で
亡くなった著者の詩集。同世代の女学生達 間で特に人気であった）を読みながら洋子の下校を待つ件に挿入されており、三千子は待ち合わせ場所である赤屋敷前に制服姿でいる筈なので、この絵は実際の三千子の様子にはそぐわない。では何に合わせて描かれたかというと、三千子の読む『薔薇 生きてる』の内容 方であるようなのだ。こ 絵の直前に引用されているのは以下の文面である。「私をよい子にしてよう。 私、 中々よい子になれないのよう。 ねってば。 」
　
ああ、こんなに甘ったれて抱いてほしい。母様のやわらかい絹の
着物を見ると、母様の柔らかそうなひざを見ると、私はだきつきたい気持がする。そして私は只、母様のひざに触る。又は袂に触ってみる。 「ああ。 」と大きな声を出す。抱きしめてほしい。
（川端康成『完本
　
乙女の港』実業之日本社
　
二〇〇九）
洋子を待っているのだから背を向けている女性は洋子ではないか、と
いう線もあったが、右の引用からして女性は母親であろうと推測した。着物の帯が大人用であるというのも大きい。
まとめると、このカットは『薔薇は生きてる』の内容に三千子が自身
を投影した形で描かれているということになる。ただ、三千子の甘えのベクトルは〈姉〉 ある洋子に向いており、母への想いが強いのは三千子ではなく洋子（洋子の母は精神を病んで 離れて暮らして る）であるので、構図として作品に溶け込めて な のであ
しかしこのカットの挿入に関しては前項までと異なり、中原よりも川
端側の意向である可能性が高い。川端 当時『薔薇は生きてる』を絶賛しており、ここはそのことを強調し発信しようとす 目的が強いように思われる。『乙女の港』を彩るという観点から考察するならば、洋子の母性（≒奉仕の精神）獲得へと至る暗示という受け取り方も出来る箇所だ。カット㉙制服姿の洋子が黙祷している場面。このカットが挿入されているのは、洋子がクリスマスプレゼント し
て自身の手伝う教会のクリスマス会に三千子を招く件である。作中に礼拝のシーンは存在しない で、これも本文に沿わないこ にな
十章の洋子は、着飾って遊ぶのではなく他者と喜びを分かち合い貧し
い人に与えるのがクリスマス のだと三千子に説き、 〈母のない（母性を知らない）娘〉から「雲の上の高い世界」の人へ、つまり奉仕の精神（母性的な無償の愛）を持った存在へと完全にシフトする。また同章には「天の乙女のように澄んだ声」 「新 い心の眼」など、キリスト教に
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連なるイメージを喚起するワードが多く配されており、それらは達観し奉仕の道を行く洋子の敬虔な様子を伝えようとするものであるが、作中洋子の心情の変遷は十分に描写されていないこともあり、洋子の変化が本文だけでは掴み辛い。これは⑧とは逆に、挿絵が入ることによって、他者に尽くすことを知り教えを自分のものとすることのできた洋子、というイメージが読者に与えられ本文 補う形になっていると見ることが出来る。⑧㉙まとめ
該当する本文のない挿絵は、川端の原稿の遅れによる誤差というより
も、文章に持たせた含みに読者が気付き易くなる仕掛け 優先した、意図したミスマッチであるよ 思える。教科書や新聞に添えられた挿絵は、読み手の理解を促進す 。 『乙女の港』 も同様に、作者の言わんとしていること、その場ご の主張を内包したものが挿入さ ていると考えられるのだ。例えばそれは作者自身の思い入れであったり、作中人物の人格の表現であったりする。また、本論では取り上げてい いカットであるが、
㉑
のように、本文には肩を抱いたのは洋子で抱かれたのが
三千子 と明記されているにも拘らず、動作の主客が逆になっているものなども、 〈妹を可愛がる洋子〉よりも〈姉に甘える三千子〉の依存の方がその時点で強いのだと う が表れているようだ つまり、『乙女の港』に於ける該当本文のない挿絵というのは、本文で語りきれない、もしくは敢て語らなかった部分を代弁する装置であ と言えるだろう。
五、まとめ
『乙女の港』の連載当時、川端は既に作家として不動の地位を築いており、中原も挿絵画家としてだけではなく、 「少女の友」の付録や企画を考案する等、編集者としての才能を発揮していた。二人のネームバリュー、川端が少女小説を書くという意外性、中原の乙女心をくすぐる手腕、そして中里の女学生時代をベースにした程よいリアリティが絶大な人気を呼んだのだろう、 『乙女の港』は「少女の友」一番人気として君臨した。当時の少女たちはクラスで回し読み、姉妹一緒に って読み、自然その中に〈可愛い〉の感覚、 〈女学生〉の姿、理想の〈少女〉を見出し、 れらの価値基準を共有することとなる。そ 時、 彼女たち 〈少女〉 アンテナは作品の一体どの部分から最初の電波を受信するだろうか。それは文章ではなく挿絵なのだ。これまでの考察を振り返ると 『乙女の港』に於ける挿絵が多く 暗示効果 備えているこ がわかる。五感の中でも抜きん て大量の情報を一度に伝達でき のが視覚だ。文字を追うように意識をせずとも、作品の背景にあるものを感じ取り、加えてエスの世界、少し前衛的だけれど可愛い着物・洋服といったサブカルチャーをも、読者であった少女たち 吸収することができ 。それが こでの挿絵の役割であったと言えるだろう。　
今回は嘗て最も人気を博した『乙女の港』のみを扱ったが、川端・
中原のタッグは後 『花日記』 『美しい旅』にも続いていくし、中原は吉屋信子など他の人気作家の挿絵も担当 ている。また、中原 憧れた竹久夢二や高畠華宵、蕗谷虹児とい 画家達も「少女 友」 表紙や挿絵で多く起用されており、いずれはそれら の比較等 更に 面的な観点からアプローチしていくことができたらと思う。
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